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器具員数システムの開発

背 景 と 目 的

線路工事では、器具の置き忘れによる列車への支障を防ぐために、器具の数を確認する「器具員数確認」を
目視で行っている。しかし、器具にはさまざまな種類や大きさがあり、確認作業はヒューマンエラーが起こりや
すい環境にある。そこで、目視に頼らず、より確実に器具の数を確認できる「器具員数管理システム」を開発し、
列車の安定輸送に関わるリスクの低減を図る。

開発前の問題点 開発してよくなった点

開 発 し た も の

開発パートナー：株式会社サトー

器具員数システムの概要 リーダーとタグの性能

写真 リーダーによる読み取り状況

保線

仙建工業株式会社 線路本部 線路部

器具員数システム使用イメージ

※帳票として読み取り内容を出力可能

使用器具全てを目視により、現場持ち込み
前及び現場持ち出し後などの各場面にて器具
員数確認をしているため、員数確認に時間や
労力が掛かっていた。また、員数が合わない場
合に再度員数確認する事や捜索する事により、
さらに時間や労力が掛かっていた。

確認者の目視に依存せずに、数１０秒で約１００点の
器具を検知できるため、大幅に時間短縮および労力削
減となる。また、パッシブタグの読み取り距離が最大８ｍ
あり、員数が合わない場合の器具の探索モードとしても
使用できるため、器具捜索の時間短縮ができる。

リーダー特長 タグ特長
・読取り速度︓約700タグ/秒
・読取り距離︓約8m
・電源︓リチウムイオンバッテリー
・動作時間︓約4時間
・防水防塵

・読取り距離︓10m以下
・電源︓不要
・防水


